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プレスリリース 

 

イケアの「難民キャンプに明かりを届けよう」キャンペーン 

難民の家族に再生可能エネルギーを提供するための寄付金、 

3080万ユーロ（約39億円）に達する 

 
イケアが世界規模で行っているこのキャンペーンの寄付金は3080万ユーロ（およそ39億円） にのぼ

り、難民の保護と支援を行なう国連機関であるUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）は、この寄付

金でアジアやアフリカ、中東のキャンプで暮らす難民に明かりと再生可能エネルギーを提供します。 

 

2014年2月から2015年12月にかけて行ったキャンペーン期間中、IKEA Foundationはイケアストア

とイケアのウェブサイトでLED製品を1つお買い上げいただくごとに1ユーロを寄付しました。世界

40カ国の300を超えるイケアストアで、イケアのお客さまとコワーカーがこのキャンペーンを大成功

へと導きました。 

 

「難民キャンプに明かりを届けよう」キャンペーンは3回に渡って開催されましたが、その最後のキ

ャンペーンが2015年11月29日～12月19日にかけて行われました。この最後のキャンペーンによる

寄付金は1240万ユーロ（およそ15億7000万円）となり、UNHCRはこの寄付金をもとに、アジアや

アフリカ、中東のキャンプで暮らす数十万人の難民に明かりとエネルギーを提供します。また、この

寄付金は、数千人の子どもたちの通学支援にも役立てられます。 

 

再生可能エネルギーを用いた明かりの供給により、難民キャンプの暮らしが、多くの家族にとって、

より安全でより快適なものになります。人々を国の外へと押しやる主な原因は戦争と迫害ですが、

UNHCRは気候変動と気候変動に関連する問題が原因で国を追われる人々が増えていることも懸念し

ています。 

 

UNHCRは地域の状況に合わせて解決策を取り入れています。その一例が、ヨルダンのアズラック難

民キャンプの太陽光発電の設備です。寄付金により設置されたこの設備は、約6万人の難民にエネル

ギーを供給することができます。また、この設備のおかげで、今後は化石燃料の消費によって排出さ

れる年間3500トンのCO2を削減できるので、気候変動対策にも貢献します。 



 

このキャンペーンが難民の生活に与えたポジティブな影響の例： 

• エチオピアとヨルダンで暮らす 28 万人を超える難民は、5 万 6000 個以上のソーラーランタ

ンの配布と 720 本以上の太陽電池式街灯の設置のおかげで、以前に比べて夜間も非常に安全

に暮らせるようになりました。 

• 廃棄物処理の改善に向け、バングラデシュでは 22 のバイオガスプラントが建設され、ヒトの

し尿を処理して、調理用のグリーン燃料を生成しています。これにより、200 以上の難民の

家族がこの恩恵を受けています。 

• バングラデシュとチャド、エチオピアでは、3 万 7000 人以上の難民の子どもたちが小学校

へ通えるようになりました。さらに、これらの国では 740 名の新任教師がトレーニングを受

けました。 

 

「紛争や暴力が原因で行き場をなくした人々の数は、第二次世界大戦の終結以降これまでにないレベ

ルに達しています。消費者の難民に対する意識を高め、彼らとともに支援活動を続ける IKEA 

Foundation のサポートが、これまで以上に貴重になっています。このキャンペーンに参加してくだ

さった数多くのイケアのコワーカーとお客さまに心からの感謝を述べたいと思います」（ケリー・ク

レメンツ、国連難民副高等弁務官） 

IKEA Foundation の CEO であるペール・ヘッゲネスは次のように述べています。「『難民キャンプ

に明かりを届けよう』キャンペーンは非常に大きな成功を収め、世界でもっとも弱い立場に置かれた

人々を支援するために何千万ユーロもの寄付を行うことができました。これは、献身的なイケアのコ

ワーカーとイケアを愛するお客さまのおかげにほかなりません」彼はまたこのように続けています。

「IKEA Foundation が UNHCR を支援して、難民の子どもたちと家族が必要とする持続可能なエネ

ルギーと教育を提供し、彼らの暮らしをわずかでも明るくできたことを非常に誇らしく感じています」 

このパートナーシップキャンペーンについて詳しくは、下記までお問い合わせください。 

 

IKEA Foundation  

Radu Dumitraşcu 

Communications and Media Relations Manager  

電話：+31 6 556 98 570 

E メール：

radu.dumitrascu@ikeafoundation.org 

 

 

UNHCR 

守屋由紀 

電話：03-3499-2042 

E メール： moriya@unhcr.org 

Tapio Vahtola 

Senior PSFR Officer 

電話：+41 22 739 8363 

携帯電話： +41 79 217 31 92 
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UNHCRについて 

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR：United Nations High Commissioner for Refugees）は国連

総会決議によって 1950 年 12 月 14 日に設立されました。UNHCR は人道的見地から紛争や迫害によ

って故郷を追われた世界の難民の保護と難民問題の解決へ向けた国際的な活動を先導、調整する任務

を負っています。難民の権利と尊厳を守り、すべての人が庇護を求める権利を行使し、安全に庇護を

受け、延いては自発的に帰還、あるいは庇護国に定住、または第三国に定住できるために努力します。

また無国籍者および国内避難民の保護と手助けも UNHCR の役割です。設立以来この 60 年以上にわ

たり、数千万人以上の生活の再建を支援しています。現在は約 9,700 人の職員が世界 120 か国以上

で 5000 万以上の人の支援に従事しています。詳しくは、www.unhcr.or.jp または 

www.facebook.com/unhcrorjp をご覧ください。 

 

IKEA FOUNDATIONについて 

IKEA Foundation（Stichting IKEA Foundation）は、イケアグループを所有する INGKA 

Foundation の慈善部門として、世界中のもっとも貧しいコミュニティーで暮らす子どもと若者の機

会の向上を目的として、根本的かつ永続的な変化をもたらすことができる、包括的で長期的なプログ

ラムに資金提供を行っています。IKEA Foundation は、力強く戦略的なパートナーとともに、子ど

もの生活の基本となる 4 つの分野（家と呼べる場所、健康な人生のスタート、質のよい教育、継続的

な家族の収入）において大きな成果を達成するために、革新的なアプローチに力を注いでいます。詳

しくは、www.ikeafoundation.org および www.facebook.com/IKEAfoundation をご覧ください。 


